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富山県フロラに追加される植物

石須秀知

魚津埋没林博物館

〒937-唖7富山県魚津市釈迦堂814

NewRecordsforFloraofToyamaPrefecture

HdetomolSmZU

富山県のフロラに追加すべき植物6種を確認したの

で報告する。標本はすべて筆者が採集･同定し，富山

市科学文化センター（TOYA）に収蔵されている。

標本の同定を確認し，過去のデータ等についてご教

示をいただいた富山市科学文化センター太田道人氏に

厚くお礼申し上げます。

オオフジシダ（コバノイシカグマ科）

Mﾌ"αch“”z"〃βα深"”2（Maxim・exMakino）

Hayata

富山県魚津市片貝川南又谷右岸斜面標高770m

19船年10月23日

標本番号TOYA-Pt-l2270

本種の国内での分布は，岩槻（1992）では栃木県お

よび中部地方以西，光田（1986）では栃木一新潟以南

とされているが，富山県では未記録であった。

採集地の片貝川南又谷は，地元で"洞杉"と呼ばれて

いるアシウスギの古木の生育地として知られ，周辺の

斜面には径2m以上の大型の転石が点在している。本

種を採集したのはそのような大小の転石が組み合わさっ

た1m×1mほどの陰湿な場所で，蘇苔類が密生した

中に10株前後が生育していた（図1）。伸長した葉の

先端に新株を形成している個体もあり，この集団はお

図1．オオフジシダ
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もに栄養繁殖で形成されたと思われる。

1995年に最初に発見してから毎年同地で追跡確認し

ている。現在のところこのl地点のみで，個体数は少

なく面積も小さいが，生育状態は良好である。しかし

ながら，この地点の周囲はスギの若い植林で下草刈り

や枝打ちが行われており，さらに10mほどしか離れて

いない場所にこの地域で最大とされる"洞杉"の株があっ

て訪れる人も多く，生育地の撹乱が心配される。

南又谷ではこれまでに，コケシノブ，ホソバコケシ

ノブ，コウヤコケシノブ，ヒメハイホラゴケ，ウスヒ

メワラビ，ヒメサジランなど県内では希少な種を含む

暖地性のシダも確認している。空中湿度が高く，谷の

地形が冬の季節風をさえぎるなど，環境がこれらのシ

ダの生育に適しているものと思われる。

ハマチャヒキ（イネ科）

ふり""岱刀”/"sL，

富山県魚津市六郎丸農道脇標高印、

1997年6月9日

標本番号TOYA-Sp-53732

帰化。比較的新しく改修された用水に沿った未舗装

の農道で，オニウシノケグサ，スズメノチャヒキ，シ

ナダレスズメガヤ，ナギナタガヤなどの背の高い雑草

群落の縁に，ノハラムラサキ，ツルスズメノカタビラ

などとともにまばらに生育していた。

キレハイヌガラシ（アブラナ科）

j肋7”73)ｲ"s版s（L）Besser

富山県魚津市黒沢水田標高llOm

l997年6月23日

標本番号TOYA-Sp-53731

帰化。イヌガラシに似るが，葉が羽状に細裂し，茎

の基部が長く横臥して発根するなどの特徴で区別でき

る。魚津市三ヶの早月川堤防でも見ているが，生育量

はいずれの場所でも多くはない。

オッタチカタバミ（カタバミ科）

0m"sS加C/αL･

富山県魚津市釈迦堂魚津埋没林博物館敷地

標高3m

1997年5月16日

標本番号TOYA-Sp-53737

帰化。魚津埋没林博物館敷地内の芝生に隣接した砂

地に群生していた。同博物館は旧館を取り壊した後の

同じ敷地に1992年に新築され，当初は新しく張られた

芝生に混入してノハラツメクサ（後に消滅），アメリ



カアゼナ，ウラジロチチコグサ，タチチチコグサなど

の帰化植物が生育していたが本種は見られなかった。

本種に気づいたのはこれが初めてで，芝張りから3年

以上経過しているので，ごく少数の個体から種子繁殖

したか，最近になって他の経路から侵入して増えたも

のと思われる。

なお学名はここでは長田（1976）によったが，大井

（1983）あるいは大田他（1983）などでは，類似の在

来種エゾタチカタバミにこの学名を採用している。

コナミキ（シソ科）

Sα"2""7α“"創加"A･Gray

富山県高岡市伏木一宮気多神社標高40m

1998年9月13日

標本番号TOYA-Sp-53917

タツナミソウ属の多年草で，国内での分布は大井

（1983）によれば千葉県南部以西，四国，九州となっ

ている。本来の分布域からは外れているようであるが，

生育状態から見て自生しているものと思われる。

なおこの標本には，葉の基部があまり心形にならない，

茎の毛が少ない，分果に翼が発達しないなど，コナミ

キの記載とはよくあわない点もある。また，コナミキ

の本来の開花時期は5～6月頃と思われるが，今回見

た群落では9月に開花中であった。これまでに同属の

デワノタツナミソウの群落が秋に開花している例を何

度か観察しているので，この属は条件によってしばし

ば年に2度開花する性質があるのかもしれない。今回

はコナミキとして記録するが，再検査が必要とされる。

オオアカネ（アカネ科）

品〃αﾉ腿緬敵)"a（Makino）Makino

富山県魚津市片貝川別又谷僧ヶ岳林道

標高1噸、

1998年7月5日

標本番号TOYA-Sp-53730
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同属のアカネによく似るが，全体が大型で，主茎で

は葉が6枚（側枝では4～6枚．葉と同形の托葉を含

む）輪生するなどの特徴で識別できる。

同年5月31日に僧ヶ岳中腹の池尻の池を訪れた際，

沢の登り口近くの林道脇草地で見出した。その時点で

は生長の初期であったことと，あまり注意を払わず単

にアカネの大型の個体と思って見過ごしたが，6枚輪

生した葉が印象に残り，後日採集して本種であること

を確認した。同様にこれまでにも大型のアカネと思っ

て見過ごした可能性もあるように思われる。

（付記）

本文中，オオフジシダの項でウスヒメワラビに触れ

たが，県内の分布‘情報がきわめて少ないので参考のた

めここにそのデータを書き添えておく。

ウスヒメワラビ（イワデンダ科）

ACys/””s〃”"Ca（Luerss.）Nakai

富山県魚津市片貝川南又谷右岸蛇石付近

標高650m

1998年6月13日

標本番号TOYA-Pt-12271

富山市科学文化センターには，富山県宇奈月町樺平

（大島哲夫採集）と富山県上市町上市ダム折立（柳沢

浩一採集）の2点の標本がある。
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